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１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千m3／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

④ 組　織

（２）

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

計 画 給 水 人 口 8,770

現 在 給 水 人 口 7,494

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）

・ 非 適 の 区 分

　法適用

別添１－２

関ヶ原町　上水道　事業経営戦略

事業の現況

基本水量　　　　1か月につき　　　　　　　　10m3

基本料金（量水器口径別に設定)　　1,200円(13mmの場合)

超過料金　1か月につき10m3を超える分　200円/m3

水道使用料＝(基本料金+超過料金)×1.08(消費税等相当)  ※10円未満切り捨て

*1　「広域化」とは、①事業統合、②経営の一体化、③管理の一体化、④施設の共同化をいい、それぞれの内容は以下のとおりである。なお、将来の広域化に向けた他団体との勉強会

の設置や人事交流等について説明すべきものがあればその内容も記載すること。

①経営主体も事業も一つに統合された形態、②経営主体は一つだか、認可上、事業は別の形態、③維持管理業務や総務系の事務処理などを共同実施あるいは共同委託等により実

施する形態、④浄水場、配水池、水質試験センターなどの施設を共同保有する形態

98.97

千ｍ

料 金 改 定 年 月 日

（消費税のみの改定は含まない）

施 設 利 用 率 64.03

施 設 数

策 定 日 ：

年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

浄水場設置数

配水池設置数

5

0.731

供 用 開 始 年 月 日 　昭和　39　年　1　月　14　日

※　直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

岐阜県　関ヶ原町

上水道

料 金 体 系 の

概 要 ・ 考 え 方

施 設 能 力 4,800 ㎥／日

　

　・水道環境課職員数は平成28年度現在、10人。うち課長1人(年齢50代)、水道係2人（年齢構成40～50代）、下水道係4人（年齢構成20～50代）、環境衛生係3人（年

齢構成50代）。

　

　・平成17年度に、水道環境課として、水道係、下水道係、環境衛生係を再編した。

　

　・水道係(2人）が上水道事業を担当している。

これまでの主な経営健全化の取組

　

  本町の水道事業は、平成17年3月に関ヶ原町上水道事業と二つの簡易水道事業（関ヶ原、上の谷）を統合する変更認可を受け、関ヶ原町上水道事業として一本化し

た。現在、町内のほぼ全域を給水しており、上水道事業会計により経営されている。

　町では、事業統合の変更認可以降、第4次拡張整備事業により、5箇所の水源・浄水場からの給水を、将来的に平井水源・浄水場と上の谷水源・浄水場の２箇所から

に集約するよう施設統合整備を進めている。これにより他3箇所の水源、浄水場を順次、予備施設又は廃止としていき、施設管理の効率化と維持管理費及び更新費用

の負担軽減を図る。

　・平成26年度決算「経営比較分析表」（平成27年度策定・公表）を添付。

　・経常収支比率が平成23～26年度まで100％を若干下回っている。また累積欠損金比率の平成26年度の値は0%である。その他の経営指標値は類似団体平均に比

較的近い値となっている。

　・有収率は年々向上しているが、類似団体平均と比較すると、管路経年化率が高く管路更新率が低いため、、計画的な管路更新が必要である。

　平成　25　年　9　月　1　日

計 画 期 間 ：

5

～

管 路 延 長

水 源

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他
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２．将来の事業環境

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

３．経営の基本方針

　

 平成22年度策定の「関ヶ原町地域水道ビジョン」で設定した目標の実現に向け、本経営戦略においても貢献することを基本方針とする。以下に設定した目標と将来像

を示す。

　＜水道の基本理念＞　　安全な水を安定して供給するために

　　安心：すべての町民が安心しておいしく飲める水道水の供給

　　　　（将来像） 安心・快適な給水の確保

　　　　　　　　　　　水道水源から給水栓に至るまでの衛生管理・水質管理の充実

　　安定：いつでもどこでも安定的に生活用水を確保

　　　　（将来像）災害対策等の充実

　　　　　　　　　　　事業統合のメリットを生かした災害・事故の対応及び施設整備の実施

　　持続：地域特性にあった運営基盤の強化

　　　　（将来像） 水道の運営基盤の強化

　　　　　　　　　　　計画的・効率的な設備更新の実施、事業統合を考慮した施設の再構築及び管理運営

　　環境：環境保全への貢献

　　　　（将来像） 環境・エネルギー対策の強化

　　　　　　　　　　　省エネルギー・資源の有効利用に配慮した施設整備の実施

料金収入の見通し

　・将来の料金収入は、上記の年間有収水量の将来値に供給単価を乗じて算出する。

　・上水道の料金改定は過去に平成13年度に改定を行い、その後直近では平成25年9月に改定（基本料金で約20%増の改訂）を行っている。このため、目標年度の平

成38年度までは料金改定は行わないこととし、供給単価は平成27年度の実績値（189.7円/m3）を用いる。

　・料金収入は有収水量が減少傾向と見込まれるため、平成27年度実績の166百万円から、目標年度の平成38年度までに１48百万円程度まで減少すると予想される。

　

　

　水道環境課職員数は平成28年度現在、10人。うち、水道係(2人）が上水道事業を担当しているが、平成17年度に、水道環境課として、水道係、下水道係、環境衛生

係の再編を行ったため、今のところ再編の予定はない。

水需要の予測

施設の見通し

　・給水区域内人口（＝行政区域内人口）をコーホート要因法により算出し、普及率を乗じて給水人口とする。

　・普及率は、現在100%。本計画期間、および計画期間以降も100％とする。

　・給水区域内人口（＝行政区域内人口）は、減少傾向にあり、給水人口も減少傾向となる。コーホート要因法による推計では、平成27年度実績7,494人から、計画目標

年度の平成38年度には、6,422人に減少となる。

組織の見通し

　・水道事業創設より50年以上経過し、これまで経年化施設や老朽化施設、耐用年数の短い設備等の更新、拡張等の施設整備を進めてきた。今後、水需要の減少が

見込まれることから、取水量等の施設拡張に適した条件を備えた既設平井水源を拡張し、5箇所ある水源・浄水場を将来的には平井水源・浄水場と上の谷水源・浄水

場の2箇所に集約する施設の統合整備を行っている。これにより他3箇所の水源、浄水場を順次、予備施設又は廃止としていき、施設管理の効率化と維持管理費及び

更新費用の負担軽減を図る。

　・管路については、類似団体と比較して管路経年化率が高く管路更新率が低い。計画的な管路更新が必要である。また、耐震化も進んでいないため、管路の耐震化

更新を進める必要がある。

　・配水池の施設規模についても、今後の水需要の動向を見ながら、更新時期にあわせ、容量や箇所数の見直しを検討する必要がある。

給水人口の予測

　・1人1日使用水量(原単位)の実績値をもとに平成28年度以降の将来値を推計し、給水人口を乗じて有収水量を算出する。1人1日使用水量(原単位)の計画値は、実

績値にばらつきがあるため、直近過去4年間の実績値平均の263.3L/人・日で一定とした。

　・有収水量を有収率で除して平均給水量を求め、平均給水量を負荷率で除して最大給水量とする。なお、有収率は現状の78%から目標年度の平成38年度に85％ま

で改善させるよう上昇するものとし、負荷率は直近過去4年間の実績値平均の80.1%で一定とした。

　・給水人口は減少傾向、１人１日使用水量（原単位）の計画値は一定とするため、有収水量の将来値は減少傾向となる。推計では、平成27年度実績2,397m3/日か

ら、計画目標年度の平成38年度には、2,134m3/日に減少となる。平均給水量、最大給水量も有収率を上昇、負荷率を一定とするため、減少傾向となる。計画目標年度

の平成38年度には、平均給水量が2,511m3/日、最大給水量が3,135m3/日となる。
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４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標

　・施設の統合整備を優先して行い、将来の施設管理の効率化と維持管理費及び更新費用の負担軽減を図る。

　・統合整備にあわせ関連箇所の更新整備を行う。また、施設・管路の耐震化更新により災害に対応できるようにする。管路更新率

が低いため、全国平均（平成26年度実績0.78%）程度の0.8％を目標とする。

　・年度ごとの投資の集中による財政負担をできるだけ少なくし収支均衡を図るため、投資を平準化し、年間1億円前後（94百万円～

117百万円）の整備工事を行う。

目 標

　・統合整備の施設拡張及び更新工事、その他管路更新工事の財源は、自己財源を工事費の10%、町補助金（繰入金）を工事費の

20%、企業債を工事費の70%とする。

　・統合整備に伴う拡張配管工事の財源は100%町補助金（繰入金）とする。

②　収支計画のうち財源についての説明

　・統合整備として、平成35年度までに平井水源地・浄水場の拡張及び更新整備を行う。また、平成36年度から38年度にかけて藤古川配水池の拡張（新設）整備を行

う。統合整備後は藤古川、大栗毛、今須中町の3箇所の水源・浄水場を順次、災害時・緊急時用の予備施設とするか又は廃止としていく。

　・統合整備に必要な導水管、送水管、送配水管の布設を平井水源地・浄水場の拡張及び更新整備にあわせ、平成34年度までに行う。基幹管路となるため、管種は耐

震管（DCIP-GX）とする。

　・統合の配管整備にあわせて関連箇所の配水管の管路更新工事を、平成34年度までと目標年度の平成38年度以降に行う。管種は耐震管（DCIP-GXまたはHPPE）と

する。

　・投資の平準化を行い、年間1億円前後（94百万円～117百万円）の整備工事を行う。

　・統合整備の施設拡張及び更新工事、その他管路更新工事の財源は、基本的に自己財源を工事費の10%、町補助金（繰入金）を工事費の20%、企業債を工事費の

70%とする。

　・企業債の償還期限は、財政融資資金の基準で平成27年度より延長された上水道事業の貸付条件の40年とする。但し、機械・電気設備工事対象分の企業債の償還

期限は10年とする。

　・統合整備に伴う拡張配管工事の財源は、引き続き100%町補助金（繰入金）とする。

　・国庫補助は、基幹管路の更新において水道施設等耐震化事業の補助対象となり得るが、拡張配管工事として行うため、計画期間内において国庫補助金は利用し

ない。

　・料金については過去に平成13年度に改定を行い、その後直近では平成25年9月に改定（基本料金で約20%増の改訂）を行ったところである。このため、目標年度の

平成38年度までは料金改定は行わず、計画期間内は現行のままとする。

投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

　・職員給与費は、平成26年度から人員減により前年度の2/3程度に減少し、平成27年度もほぼ同額である。また、今後計画期間内で職員の増員または削減の予定は

ない。これより、職員給与費の将来値は最新年度の平成27年度実績値で一定とした。

　・経費（動力費、修繕費、委託料等）は、どの項目においても年度により変動があるが、経費全体の過去5年の平均値は直近の平成27年度実績に近い値となってい

る。施設統廃合や水需要が減少傾向となることにより将来の経費の減少・削減が考えられるが、その効果が現れるのは、統合・拡張整備完了以降である。また、逆に統

合・拡張整備を優先するため他の更新整備が先延ばしとなることによる修繕費等の増加も考えられる。これより、経費の将来値は最新年度の平成27年度実績値で一定

とした。
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資について検討状況等

②　財源について検討状況等

③　投資以外の経費についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

　・毎年度進捗管理（モニタリング）を行い、5年に一度を目安として、見直し（ローリング）を行うこととする。

　・PDCAサイクルを活用し、計画、実施、検証、見直しを継続して行う。

　・各種の経営指標等を活用した同種企業との比較や各関係者からの意見聴取を行い、経営の健全化・効率化に取り

組む。

施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等 の

投 資 の 平 準 化

　更新需要の集中を避けるため、施設および管路更新の施工年度を実耐用年数や重要度により前倒し、先送りして調

整し投資を平準化する。設備等については、予防保全型の維持管理により機能維持できるものは長寿命化を図る。

広 域 化

　近隣の事業体としては、同県内の垂井町、大垣市上石津町があり、検討の機会を設けていく必要はあると考えている

が、具体的な検討には至っておらず、取組の予定はない。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、

更 新 等 に 関 す る 事 項

資 産 の 有 効 活 用 等 （ *2 ） に よ る

収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組

　特になし。

　計画期間内と同様に計画期間以降も更新工事費の70%程度を企業債借入として見込む。但し、基幹管路の更新につ

いては水道施設等耐震化事業の国庫補助対象となるため、更新工事費の1/3を国庫補助金として見込み、その残りを

企業債借入とする。

　計画期間内と同様に計画期間以降も更新工事費の20%程度の町補助金（繰入金）を見込む。その他の繰入金を見込

む予定はないが、料金改定による自己資金確保の状況を見ながら、町補助金（繰入金）の割合は随時見直しを検討す

る。

　ＰＦＩ等の水道事業での導入事例が少なく、本水道施設の施設規模も比較的小さいため、今のところ実施の予定はな

い。今後、導入に向けた調査・研究を進める必要がある。

民 間 の 資 金 ・ ノ ウ ハ ウ 等 の 活 用

（ PFI ・ DBO の 導 入 等 ）

繰 入 金

　統合整備後に水需要の動向を見ながら、3箇所の水源地・浄水場の予備化、廃止を行っていく。

　配水池の施設規模について今後の水需要の動向を見ながら、更新時期にあわせ、容量や設置箇所数の見直しを検

討する。配管口径についても、布設替え更新にあわせ、口径の縮小等が可能なものは見直しする。

そ の 他 の 取 組

　有収水量は今後、減少傾向が続くと予測され料金収入が減少していくため、自己資金が不足する。今後は、料金改定

が必要と考える。

動 力 費

職 員 給 与 費

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合

（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化

（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

　現在、遊休資産売却・貸付、債券運用、小水力発電、太陽光発電などの資産活用の取組は行っていない。今後、検討

を進めていく必要がある。

そ の 他 の 取 組

　特になし。

企 業 債

*2　遊休資産の売却や貸付、債券運用の導入、小水力発電や太陽光発電など

委 託 料

修 繕 費

　施設や水質管理等の委託は今後も継続するため必要である。

　施設・管路の更新整備が進むと修繕費は減少する可能性がある。

　統合整備に伴う施設の廃止（ダウンサイジング）により、動力費の軽減を図る。

　今後、職員の増員または削減の予定はない。当面の職員給与費は現状程度が見込まれる。

　特になし。

　財政計画については、更新需要等を今後50年程度を見通したうえで計画しているが、計画期間内に統合整備を行い、施設の廃止（ダウンサイジング）は計画期間を

過ぎた後となるため、計画期間内では施設の廃止等を見込んでいない。統合整備後に施設の予備化、廃止を行っていくとともに、その後の投資は更新整備を中心に行

う。計画期間以降、統合整備による施設管理の効率化と維持管理費及び更新費用の負担軽減はある程度見込まれるが、水需要減少により料金収入は減少傾向とな

る。現行の料金設定では計画期間内と同様の財源計画とすると自己資金の不足を招くため、今後、料金の改定が必要である。

4



グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

平
成

2
6
年

度
全

国
平

均

※
　
平
成

2
2年

度
か

ら
平

成
25

年
度

に
お

け
る

各
指

標
の

類
似

団
体

平
均

値
は

、
当

時
の

事
業

数
を

基
に

算
出

し
て

い
ま

す
が

、
管

路
経

年
化

率
及

び
管

路
更
新
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
度
の
事
業
数
を
基
に
類
似
団
体
平
均
値
を
算
出
し
て
い
ま
す
。

経
営

比
較

分
析

表
岐

阜
県

　
関

ケ
原

町

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

1
5
6
.
6
6

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
現

在
給

水
人

口
(
人

)
給

水
区

域
面

積
(
k
m
2
)

給
水

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

－

法
適

用
水

道
事

業
末

端
給

水
事

業
A8

7,
72

0
4
9
.
2
8

　
平
成
2
2
年
度
は

黒
字

で
あ

っ
た

が
、

平
成

23
年

度
よ

り
赤

字
と
な
り
、
平

成
25
年

度
に

料
金

改
定

を
行

い
、

水
道

使
用

料
の
値
上
げ
を

行
っ

た
が

、
給

水
人

口
の

減
少

に
よ

る
水

道
使
用
量
の
減
少

に
よ

り
、

赤
字

経
営

と
な

っ
て

い
る

。
施

設
の
老
朽
化
に
よ

る
修

繕
費

や
水

質
悪

化
に

よ
る

ろ
過

処
理

費
用
が
年
々
増
加

傾
向

に
あ

り
、

費
用

の
増

加
が

経
営

を
圧

迫
し
て
い
る
。
今

後
、

計
画

的
な

施
設

の
更

新
や

効
率

的
な

水
処
理
を
行
う
こ

と
に

よ
り

、
費

用
を

抑
え

、
収

支
の

改
善

に
努
め
た
い
。
類

似
団

体
と

比
べ

る
と

料
金

回
収

率
、

給
水

原
価
は
ほ
ぼ
同
じ

で
あ

る
。

施
設

利
用

率
は

、
稼

働
し

て
い

る
施
設
規
模
は
同

じ
で

あ
る

が
、

配
水

量
が

減
少

し
て

お
り

、
年
々
低
く
な
っ

て
き

て
い

る
。

今
後

は
、

配
水

量
に

対
応

し
た
施
設
の
あ
り

方
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。
有

収
率

に
つ

い
て
は
、
毎
年
漏

水
調

査
を

行
い

、
修

理
を

行
う

こ
と

で
、

年
々
向
上
し
て

お
り

、
今

後
も

継
続

し
て

漏
水

調
査

、
修

繕
を
行
い
、
有
収

率
の

向
上

に
努

め
て

い
き

た
い

。

「
経

常
損

益
」

「
累

積
欠

損
」

「
支

払
能

力
」

「
債

務
残

高
」

5
9
4
.
1
7

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

-
65

.3
9

92
.9
5

3,
45
0

7,
13

0
1
2
.
0
0

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
保
有
施
設
の

法
定

耐
用

年
数

に
近

づ
く

資
産

は
年

々
増

え
て
お
り
、
管
路

に
つ

い
て

も
更

新
が

な
か

な
か

進
ま

ず
、

耐
用
年
数
に
近
づ

く
管

路
が

多
く

な
っ

て
き

て
い

る
。

類
似

団
体
と
比
較
し
て

も
、

管
路

の
更

新
が

進
ん

で
お

ら
ず

、
管

路
の
老
朽
化
が
進

ん
で

い
る

。
管

路
更

新
に

は
多

額
の

費
用

が
生
じ
る
た
め
、

計
画

的
な

管
路

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

「
供

給
し

た
配

水
量

の
効

率
性

」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

　
水
道
使
用
量

の
減

少
に

よ
り

料
金

収
入

の
増

加
が

見
込

め
ず
、
施
設
の
老

朽
化

に
よ

る
費

用
の

増
加

に
よ

り
、

厳
し

い
経
営
状
況
に
あ

る
。

投
資

試
算

、
財

政
試

算
を

行
い

、
経

営
戦
略
を
策
定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
今

後
の

水
道

事
業

の
状

況
を
的
確
に
把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
、

経
営

改
善

を
進

め
て

い
き
た
い
。

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

路
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
路

の
更

新
投

資
の

実
施

状
況

」

0.
00

0.
20

0.
40

0.
60

0.
80

1.
00

1.
20

1.
40

1.
60

1.
80

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

当
該

値
 

1.
54

0.
24

0.
02

0.
88

0.
34

平
均

値
 

0.
81

0.
82

0.
66

0.
64

0.
56

85
.0
0

90
.0
0

95
.0
0

10
0.
0
0

10
5.
0
0

11
0.
0
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

当
該

値
 

10
0.
7
2

95
.9
6

95
.4
9

94
.8
6

93
.0
8

平
均
値
 

10
8.
0
6

10
4.
8
2

10
4.
9
5

10
5.
5
3

10
7.
2
0

0.
00

10
.0
0

20
.0
0

30
.0
0

40
.0
0

50
.0
0

60
.0
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

当
該

値
 

42
.2
2

43
.8
6

39
.5
9

40
.5
7

52
.0
6

平
均

値
 

33
.2
1

34
.2
4

35
.1
8

36
.4
3

46
.1
2

0.
00

5.
00

10
.0
0

15
.0
0

20
.0
0

25
.0
0

30
.0
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

当
該
値
 

20
.1
2

20
.1
2

12
.3
2

11
.9
7

25
.7
5

平
均
値
 

6.
34

6.
81

8.
41

8.
72

9.
86

①
経

常
収

支
比

率
(
％

) 

0.
00

5.
00

10
.0
0

15
.0
0

20
.0
0

25
.0
0

30
.0
0

35
.0
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

当
該

値
 

0.
00

1.
41

6.
33

29
.7
5

0.
00

平
均
値
 

23
.3
1

26
.8
3

26
.8
1

28
.3
1

13
.4
6

0.
00

1,
00
0
.0
0

2,
00
0
.0
0

3,
00
0
.0
0

4,
00
0
.0
0

5,
00
0
.0
0

6,
00
0
.0
0

7,
00
0
.0
0

8,
00
0
.0
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

当
該

値
 

93
5.
1
2

1,
45
3
.5
8

7,
12
4
.5
2

3,
29
2
.8
7

75
0.
1
4

平
均

値
 

1,
12
9
.9
1

1,
19
7
.1
1

1,
00
2
.6
4

1,
16
4
.5
1

43
4.
7
2

0.
00

10
0.
0
0

20
0.
0
0

30
0.
0
0

40
0.
0
0

50
0.
0
0

60
0.
0
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

当
該

値
 

45
4.
2
1

46
6.
8
8

48
1.
5
9

45
3.
2
5

43
3.
9
0

平
均

値
 

54
0.
9
4

53
2.
3
0

52
0.
3
0

49
8.
2
7

49
5.
7
6

0.
00

20
.0
0

40
.0
0

60
.0
0

80
.0
0

10
0.
0
0

12
0.
0
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

当
該
値
 

99
.4
3

93
.3
9

94
.2
5

81
.9
4

90
.7
3

平
均

値
 

93
.4
3

90
.1
7

90
.6
9

90
.6
4

93
.6
6

0.
00

50
.0
0

10
0.
0
0

15
0.
0
0

20
0.
0
0

25
0.
0
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

当
該
値
 

16
9.
5
2

18
0.
6
1

18
0.
4
2

22
0.
3
9

20
8.
8
1

平
均

値
 

20
4.
2
4

21
0.
2
8

21
1.
0
8

21
3.
5
2

20
8.
2
1

0.
00

10
.0
0

20
.0
0

30
.0
0

40
.0
0

50
.0
0

60
.0
0

70
.0
0

80
.0
0

90
.0
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

当
該

値
 

76
.7
6

74
.4
6

70
.0
8

65
.1
9

61
.7
7

平
均

値
 

51
.0
5

50
.4
9

49
.6
9

49
.7
7

49
.2
2

68
.0
0

70
.0
0

72
.0
0

74
.0
0

76
.0
0

78
.0
0

80
.0
0

82
.0
0

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

当
該

値
 

73
.3
1

75
.2
4

76
.7
3

80
.6
3

81
.3
2

平
均

値
 

80
.8
1

78
.7
0

80
.0
1

79
.9
8

79
.4
8

②
累

積
欠

損
金

比
率

(
％

) 
③
流
動
比
率

(％
) 

④
企
業
債
残
高
対
給
水
収
益
比
率

(
％

)
 

⑤
料

金
回

収
率
(
％

) 
⑥

給
水

原
価

(円
) 

⑦
施
設
利
用
率

(％
)
 

⑧
有
収
率

(
％

) 

①
有
形
固
定
資
産
減
価
償
却
率

(％
)
 

②
管
路
経
年
化
率

(
％
) 

③
管
路
更
新
率

(％
) 

【
1
13
.0
3】

 
【
0
.8
1】

 
【
2
64
.1
6】

 
【
2
83
.7
2
】
 

【
8
9.
78
】
 

【
5
9.

80
】

 
【
1
64
.2
1】

 
【
1
04
.6
0】

 

【
4
6.

31
】

 
【

1
2.
42
】
 

【
0
.7
8
】

 

eng_2
タイプライター
5



様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）

投
資
・
財
政
計
画

（
収
支
計
画
）

（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

平
成

2
6
年

度
平

成
2
7
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

（
決

算
）

１
．

(
A

)
1
6
9
,
2
2
5

1
6
7
,
3
3
4

1
6
6
,
5
7
1

1
6
4
,
8
6
4

1
6
3
,
1
5
7

1
6
1
,
8
2
9

1
5
9
,
7
4
2

1
5
7
,
8
4
5

1
5
6
,
1
3
8

1
5
4
,
6
2
0

1
5
2
,
3
4
4

1
5
0
,
6
3
6

1
4
8
,
7
3
9

(
1
)

1
6
6
,
7
5
3

1
6
6
,
3
7
1

1
6
5
,
6
0
8

1
6
3
,
9
0
1

1
6
2
,
1
9
4

1
6
0
,
8
6
6

1
5
8
,
7
7
9

1
5
6
,
8
8
2

1
5
5
,
1
7
5

1
5
3
,
6
5
7

1
5
1
,
3
8
1

1
4
9
,
6
7
3

1
4
7
,
7
7
6

(
2
)

(
B

)
1
,
8
3
5

6
5
9

6
5
9

6
5
9

6
5
9

6
5
9

6
5
9

6
5
9

6
5
9

6
5
9

6
5
9

6
5
9

6
5
9

(
3
)

6
3
7

3
0
4

3
0
4

3
0
4

3
0
4

3
0
4

3
0
4

3
0
4

3
0
4

3
0
4

3
0
4

3
0
4

3
0
4

２
．

2
6
,
6
0
5

3
1
,
0
1
6

2
4
,
9
2
1

2
1
,
9
6
8

2
1
,
6
3
5

2
2
,
3
4
4

2
3
,
3
1
8

2
4
,
0
9
2

2
4
,
5
6
4

2
4
,
1
5
4

2
3
,
8
0
0

2
3
,
1
7
2

2
2
,
5
1
9

(
1
)

(
2
)

2
4
,
7
6
8

2
4
,
6
6
4

2
4
,
5
7
7

2
1
,
6
2
4

2
1
,
2
9
1

2
2
,
0
0
0

2
2
,
9
7
4

2
3
,
7
4
8

2
4
,
2
2
0

2
3
,
8
1
0

2
3
,
4
5
6

2
2
,
8
2
8

2
2
,
1
7
5

(
3
)

1
,
8
3
7

6
,
3
5
2

3
4
4

3
4
4

3
4
4

3
4
4

3
4
4

3
4
4

3
4
4

3
4
4

3
4
4

3
4
4

3
4
4

(
C

)
1
9
5
,
8
3
0

1
9
8
,
3
5
0

1
9
1
,
4
9
2

1
8
6
,
8
3
2

1
8
4
,
7
9
2

1
8
4
,
1
7
3

1
8
3
,
0
6
0

1
8
1
,
9
3
7

1
8
0
,
7
0
2

1
7
8
,
7
7
4

1
7
6
,
1
4
4

1
7
3
,
8
0
8

1
7
1
,
2
5
8

１
．

1
8
5
,
1
0
4

1
7
0
,
7
4
2

1
7
0
,
9
3
1

1
6
7
,
6
4
1

1
6
8
,
4
5
8

1
6
8
,
3
5
2

1
7
0
,
2
9
6

1
7
1
,
7
2
0

1
7
2
,
6
7
6

1
6
7
,
0
0
8

1
5
8
,
8
7
4

1
5
6
,
6
8
0

1
5
5
,
1
9
3

(
1
)

1
6
,
9
2
8

1
7
,
7
8
9

1
7
,
7
8
9

1
7
,
7
8
9

1
7
,
7
8
9

1
7
,
7
8
9

1
7
,
7
8
9

1
7
,
7
8
9

1
7
,
7
8
9

1
7
,
7
8
9

1
7
,
7
8
9

1
7
,
7
8
9

1
7
,
7
8
9

8
,
4
6
7

8
,
4
3
5

8
,
4
3
5

8
,
4
3
5

8
,
4
3
5

8
,
4
3
5

8
,
4
3
5

8
,
4
3
5

8
,
4
3
5

8
,
4
3
5

8
,
4
3
5

8
,
4
3
5

8
,
4
3
5

8
,
4
6
1

9
,
3
5
4

9
,
3
5
4

9
,
3
5
4

9
,
3
5
4

9
,
3
5
4

9
,
3
5
4

9
,
3
5
4

9
,
3
5
4

9
,
3
5
4

9
,
3
5
4

9
,
3
5
4

9
,
3
5
4

(
2
)

6
4
,
3
5
5

5
7
,
8
6
0

5
7
,
8
6
0

5
7
,
8
6
0

5
7
,
8
6
0

5
7
,
8
6
0

5
7
,
8
6
0

5
7
,
8
6
0

5
7
,
8
6
0

5
7
,
8
6
0

5
7
,
8
6
0

5
7
,
8
6
0

5
7
,
8
6
0

2
3
,
3
5
7

2
2
,
7
5
6

2
2
,
7
5
6

2
2
,
7
5
6

2
2
,
7
5
6

2
2
,
7
5
6

2
2
,
7
5
6

2
2
,
7
5
6

2
2
,
7
5
6

2
2
,
7
5
6

2
2
,
7
5
6

2
2
,
7
5
6

2
2
,
7
5
6

1
3
,
4
1
8

8
,
4
0
3

8
,
4
0
3

8
,
4
0
3

8
,
4
0
3

8
,
4
0
3

8
,
4
0
3

8
,
4
0
3

8
,
4
0
3

8
,
4
0
3

8
,
4
0
3

8
,
4
0
3

8
,
4
0
3

1
3
8

1
6
3

1
6
3

1
6
3

1
6
3

1
6
3

1
6
3

1
6
3

1
6
3

1
6
3

1
6
3

1
6
3

1
6
3

2
7
,
4
4
2

2
6
,
5
3
8

2
6
,
5
3
8

2
6
,
5
3
8

2
6
,
5
3
8

2
6
,
5
3
8

2
6
,
5
3
8

2
6
,
5
3
8

2
6
,
5
3
8

2
6
,
5
3
8

2
6
,
5
3
8

2
6
,
5
3
8

2
6
,
5
3
8

(
3
)

1
0
3
,
8
2
1

9
5
,
0
9
3

9
5
,
2
8
2

9
1
,
9
9
2

9
2
,
8
0
9

9
2
,
7
0
3

9
4
,
6
4
7

9
6
,
0
7
1

9
7
,
0
2
7

9
1
,
3
5
9

8
3
,
2
2
5

8
1
,
0
3
1

7
9
,
5
4
4

２
．

2
5
,
2
7
9

2
6
,
1
4
0

1
7
,
1
7
1

1
5
,
5
3
0

1
3
,
8
9
0

1
2
,
3
3
6

1
1
,
0
1
5

9
,
6
3
9

8
,
6
5
3

7
,
8
2
6

7
,
0
7
2

6
,
4
1
1

6
,
0
3
6

(
1
)

2
0
,
1
1
0

1
8
,
7
4
2

1
7
,
1
7
1

1
5
,
5
3
0

1
3
,
8
9
0

1
2
,
3
3
6

1
1
,
0
1
5

9
,
6
3
9

8
,
6
5
3

7
,
8
2
6

7
,
0
7
2

6
,
4
1
1

6
,
0
3
6

(
2
)

5
,
1
6
9

7
,
3
9
8

(
D

)
2
1
0
,
3
8
3

1
9
6
,
8
8
2

1
8
8
,
1
0
2

1
8
3
,
1
7
1

1
8
2
,
3
4
8

1
8
0
,
6
8
8

1
8
1
,
3
1
1

1
8
1
,
3
5
9

1
8
1
,
3
2
9

1
7
4
,
8
3
4

1
6
5
,
9
4
6

1
6
3
,
0
9
1

1
6
1
,
2
2
9

(
E
)

△
 
1
4
,
5
5
3

1
,
4
6
8

3
,
3
9
0

3
,
6
6
1

2
,
4
4
4

3
,
4
8
5

1
,
7
4
9

5
7
8

△
 
6
2
7

3
,
9
4
0

1
0
,
1
9
8

1
0
,
7
1
7

1
0
,
0
2
9

(
F
)

3
,
5
0
9

4
6
4

(
G

)
2
5
,
7
2
6

3
9
4

(
H

)
△

 
2
2
,
2
1
7

7
0

△
 
3
6
,
7
7
0

1
,
5
3
8

3
,
3
9
0

3
,
6
6
1

2
,
4
4
4

3
,
4
8
5

1
,
7
4
9

5
7
8

△
 
6
2
7

3
,
9
4
0

1
0
,
1
9
8

1
0
,
7
1
7

1
0
,
0
2
9

(
I
)

(
J
)

4
2
7
,
9
2
0

4
7
2
,
4
1
7

4
6
3
,
4
1
8

3
9
1
,
5
0
6

4
0
6
,
8
7
3

4
1
8
,
5
2
3

4
3
3
,
4
0
6

4
4
3
,
6
1
8

4
5
5
,
8
8
1

4
5
4
,
2
0
6

4
8
1
,
3
1
8

4
9
9
,
3
7
9

5
2
7
,
3
1
5

3
3
,
7
2
1

6
4
,
1
8
6

6
4
,
1
8
6

6
4
,
1
8
6

6
4
,
1
8
6

6
4
,
1
8
6

6
4
,
1
8
6

6
4
,
1
8
6

6
4
,
1
8
6

6
4
,
1
8
6

6
4
,
1
8
6

6
4
,
1
8
6

6
4
,
1
8
6

(
K
)

5
7
,
0
4
5

9
4
,
6
9
6

9
5
,
7
5
5

9
6
,
9
6
0

9
7
,
1
5
4

9
5
,
9
0
0

9
4
,
9
9
6

9
0
,
9
8
2

8
6
,
7
3
0

8
1
,
3
9
7

8
4
,
4
9
5

8
2
,
4
6
7

8
9
,
7
0
9

4
5
,
4
3
8

4
8
,
2
1
1

4
9
,
3
0
7

5
0
,
5
1
2

5
0
,
7
0
6

4
9
,
4
5
2

4
8
,
5
4
8

4
4
,
5
3
4

4
0
,
2
8
2

3
4
,
9
4
9

3
8
,
0
4
7

3
6
,
0
1
9

4
3
,
2
6
1

1
0
,
3
9
2

4
5
,
2
3
3

4
5
,
2
3
3

4
5
,
2
3
3

4
5
,
2
3
3

4
5
,
2
3
3

4
5
,
2
3
3

4
5
,
2
3
3

4
5
,
2
3
3

4
5
,
2
3
3

4
5
,
2
3
3

4
5
,
2
3
3

4
5
,
2
3
3

(
 
I
 
)

(
A

)
-
(
B

)

(
L
)

(
M

)
1
6
7
,
3
9
0

1
6
6
,
6
7
5

1
6
5
,
9
1
2

1
6
4
,
2
0
5

1
6
2
,
4
9
8

1
6
1
,
1
7
0

1
5
9
,
0
8
3

1
5
7
,
1
8
6

1
5
5
,
4
7
9

1
5
3
,
9
6
1

1
5
1
,
6
8
5

1
4
9
,
9
7
7

1
4
8
,
0
8
0

(
N

)

(
O

)

(
P

)
1
6
6
,
6
5
4

1
6
7
,
3
9
0

1
6
6
,
6
7
5

1
6
5
,
9
1
2

1
6
4
,
2
0
5

1
6
2
,
4
9
8

1
6
1
,
1
7
0

1
5
9
,
0
8
3

1
5
7
,
1
8
6

1
5
5
,
4
7
9

1
5
3
,
9
6
1

1
5
1
,
6
8
5

1
4
9
,
9
7
7

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(
（
N

）
/
（
P

）
×

1
0
0
)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た

資
金

の
不

足
額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(
A

)
-
(
B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率

(
（
L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金

う
ち

未
払

金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

流
動

負
債

支
出

計

経
常

損
益

(
C

)
-
(
D

)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(
F
)
-
(
G

)

収 益 的 収 支

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(
E
)
+
(
H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金

収 益 的 収 入

材
料

費

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費

基
本

給

退
職

給
付

費

そ
の

他

経
費

動
力

費

修
繕

費

支
払

利
息

補
助

金

他
会

計
補

助
金

そ
の

他
補

助
金

長
期

前
受

金
戻

入

そ
の

他

収
入

計

そ
の

他

そ
の

他

減
価

償
却

費

営
業

外
費

用

平
成

2
9
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
3
6
年

度
平

成
3
7
年

度
平

成
3
8
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度
平

成
3
2
年

度
平

成
3
3
年

度
平

成
3
5
年

度

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

平
成

2
8
年

度

営
業

収
益

eng_2
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
資
本
的
収
支
）

投
資
・
財
政
計
画

（
収
支
計
画
）

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
平

成
2
6
年

度
平

成
2
7
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
（

決
算

）

１
．

1
0
,
0
0
0

4
8
,
6
9
7

6
4
,
8
0
5

4
8
,
0
4
0

6
1
,
6
5
2

6
8
,
6
7
3

6
6
,
8
4
8

6
7
,
7
9
0

6
6
,
2
5
0

6
5
,
5
5
3

２
．

３
．

5
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

3
9
,
4
1
3

4
3
,
0
1
6

3
8
,
2
2
6

4
3
,
1
1
5

1
9
,
6
2
1

2
3
,
2
7
0

1
9
,
3
6
8

1
8
,
9
2
8

1
8
,
7
2
9

４
．

7
7
5

2
8
,
5
0
4

2
,
0
0
0

５
．

６
．

７
．

８
．

8
0
0

5
2
0

９
．

(
A

)
6
1
,
5
7
5

4
9
,
0
2
4

2
,
0
0
0

8
8
,
1
1
0

1
0
7
,
8
2
1

8
6
,
2
6
6

1
0
4
,
7
6
7

8
8
,
2
9
4

9
0
,
1
1
8

8
7
,
1
5
8

8
5
,
1
7
8

8
4
,
2
8
2

(
B

)

(
C

)
6
1
,
5
7
5

4
9
,
0
2
4

2
,
0
0
0

8
8
,
1
1
0

1
0
7
,
8
2
1

8
6
,
2
6
6

1
0
4
,
7
6
7

8
8
,
2
9
4

9
0
,
1
1
8

8
7
,
1
5
8

8
5
,
1
7
8

8
4
,
2
8
2

１
．

8
2
,
1
2
7

6
7
,
3
9
8

3
6
,
6
2
2

9
6
,
5
1
9

9
5
,
0
6
7

1
1
7
,
0
7
9

9
3
,
1
2
9

1
1
3
,
5
7
4

9
8
,
1
0
5

1
1
6
,
3
4
7

9
6
,
8
4
2

9
4
,
6
4
2

9
3
,
6
4
7

２
．

4
0
,
2
4
7

4
5
,
4
3
8

4
8
,
2
1
1

4
9
,
3
0
7

5
0
,
5
1
2

5
0
,
7
0
6

4
9
,
4
5
2

4
8
,
5
4
8

4
4
,
5
3
4

4
0
,
2
8
2

3
4
,
9
4
9

3
8
,
0
4
7

3
6
,
0
1
9

３
．

４
．

５
．

(
D

)
1
2
2
,
3
7
4

1
1
2
,
8
3
6

8
4
,
8
3
3

1
4
5
,
8
2
6

1
4
5
,
5
7
9

1
6
7
,
7
8
5

1
4
2
,
5
8
1

1
6
2
,
1
2
2

1
4
2
,
6
3
9

1
5
6
,
6
2
9

1
3
1
,
7
9
1

1
3
2
,
6
8
9

1
2
9
,
6
6
6

(
E
)

6
0
,
7
9
9

6
3
,
8
1
2

8
2
,
8
3
3

1
4
5
,
8
2
6

5
7
,
4
6
9

5
9
,
9
6
4

5
6
,
3
1
5

5
7
,
3
5
5

5
4
,
3
4
5

6
6
,
5
1
1

4
4
,
6
3
3

4
7
,
5
1
1

4
5
,
3
8
4

１
．

4
2
,
2
8
3

7
1
,
9
6
7

7
2
,
7
7
5

7
2
,
7
0
9

7
2
,
6
4
2

7
2
,
8
6
8

7
2
,
1
0
2

7
1
,
5
8
1

7
0
,
8
6
0

7
0
,
1
6
9

6
8
,
6
4
7

6
7
,
6
0
0

6
6
,
0
7
8

２
．

３
．

４
．

(
F
)

4
2
,
2
8
3

7
1
,
9
6
7

7
2
,
7
7
5

7
2
,
7
0
9

7
2
,
6
4
2

7
2
,
8
6
8

7
2
,
1
0
2

7
1
,
5
8
1

7
0
,
8
6
0

7
0
,
1
6
9

6
8
,
6
4
7

6
7
,
6
0
0

6
6
,
0
7
8

1
8
,
5
1
6

△
 
8
,
1
5
5

1
0
,
0
5
8

7
3
,
1
1
7

△
 
1
5
,
1
7
3

△
 
1
2
,
9
0
4

△
 
1
5
,
7
8
7

△
 
1
4
,
2
2
6

△
 
1
6
,
5
1
5

△
 
3
,
6
5
8

△
 
2
4
,
0
1
4

△
 
2
0
,
0
8
9

△
 
2
0
,
6
9
4

(
G

)

(
H

)
7
2
3
,
5
4
5

6
7
8
,
1
0
7

6
2
9
,
8
9
6

5
8
0
,
5
8
9

5
7
8
,
7
7
4

5
9
2
,
8
7
3

5
9
1
,
4
6
1

6
0
4
,
5
6
5

6
2
8
,
7
0
4

6
5
5
,
2
7
0

6
8
8
,
1
1
1

7
1
6
,
3
1
4

7
4
5
,
8
4
8

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
平

成
2
6
年

度
平

成
2
7
年

度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
（

決
算

）

5
0
,
7
7
5

4
8
,
5
0
4

3
9
,
4
1
3

4
3
,
0
1
6

3
8
,
2
2
6

4
3
,
1
1
5

1
9
,
6
2
1

2
3
,
2
7
0

1
9
,
3
6
8

1
8
,
9
2
8

1
8
,
7
2
9

7
7
5

9
1
7

5
0
,
0
0
0

4
7
,
5
8
7

3
9
,
4
1
3

4
3
,
0
1
6

3
8
,
2
2
6

4
3
,
1
1
5

1
9
,
6
2
1

2
3
,
2
7
0

1
9
,
3
6
8

1
8
,
9
2
8

1
8
,
7
2
9

5
0
,
7
7
5

4
8
,
5
0
4

3
9
,
4
1
3

4
3
,
0
1
6

3
8
,
2
2
6

4
3
,
1
1
5

1
9
,
6
2
1

2
3
,
2
7
0

1
9
,
3
6
8

1
8
,
9
2
8

1
8
,
7
2
9

平
成

3
8
年

度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

平
成

3
0
年

度
平

成
3
1
年

度
平

成
3
2
年

度
平

成
3
4
年

度
平

成
3
5
年

度
平

成
3
6
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
3
3
年

度

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

平
成

3
7
年

度

資 本 的 収 支

補
塡

財
源

不
足

額
(
E
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